
孫策と会稽之戦（紹興）

ゆかりの地

　呉を治めたのは孫権ですが、その基礎を築いた兄の

孫策は数々の戦いをこなし、勢力範囲を広げました。

そのうち江東の基礎固めとなった戦いが会稽の戦い、

と言われています。

　建安元年（196年）、孫策は江東各地を攻め続け、

呉郡人厳白虎など1万人余り、駐屯してそれぞれの地

盤を厳守しました。呉景らはまず厳白虎などを撃破し

てから会稽に行くべきと主張していましたが、孫策は

「厳白虎などの群盗は、心に大志がなく、それによっ

て捕まえることができる」と述べ、兵を率いて浙江を

渡り、会稽に迫りました。

　会稽功曹・虞翻は太守・王朗に孫策の矛先を暫く避け

るよう勧めましたが、王朗は聞かず、固陵（銭塘江南岸

の蕭山）において、ここで孫策の進攻を阻止することに

しました。孫策は何度もここを攻撃しましたが、いずれ

も功を奏すことないことから、孫策の叔父孫静から、

「声を東にして西を撃つ」ことの策で、査涜から入兵

し、不意を突いて、不用意を攻めることを提案しまし

た。その作戦は、夜にあちこちで松明に火をつけ、正面

の敵を惑わし、牽制しながら、兵馬を分けてそっと査涜

から出撃しました。王朗は意外なことに驚き、周昕に兵を率いて倉卒に迎えて対峙しましたが、

孫策は周昕を斬殺し、突入に成功しました。王朗は撤退を余儀なくされ、虞翻を連れて船で東冶

（現在の福建省福州市）に逃げ、孫策派の賀斉が追撃し、王朗はついに降伏したので、会稽は平

定されました。会稽の戦いは、孫策が曹操との争いで後顧の憂いをしないために、固陵で王朗を

襲った戦でした。孫策が王朗を滅ぼしたことにより、中原に進攻する重要な戦略ステップとな

り、以来、江南地方の懸念を解消して、力を集中して曹操と対峙することになりました。戦いの

エネルギーは負のエネルギーをも呼び込むのかもしれません。



花を巡る旅情

湖州の百合(ゆり）

　香高く大きな花を咲かせる百合は、純潔や

威厳を象徴し、花束などにも使われる花ですが、

湖州市の花「百合」は目や香を楽しませるもので

はなく、舌を楽しませるものとして大変人気があります。



花を巡る旅情

湖州の百合(ゆり）

　香高く大きな花を咲かせる百合は、純潔や

威厳を象徴し、花束などにも使われる花ですが、

湖州市の花「百合」は目や香を楽しませるもので

はなく、舌を楽しませるものとして大変人気があります。









花を巡る旅情

湖州の百合(ゆり）

　香高く大きな花を咲かせる百合は、純潔や

威厳を象徴し、花束などにも使われる花ですが、

湖州市の花「百合」は目や香を楽しませるもので

はなく、舌を楽しませるものとして大変人気があります。



孫策と会稽之戦（紹興）

ゆかりの地

　呉を治めたのは孫権ですが、その基礎を築いた兄の

孫策は数々の戦いをこなし、勢力範囲を広げました。

そのうち江東の基礎固めとなった戦いが会稽の戦い、

と言われています。

　建安元年（196年）、孫策は江東各地を攻め続け、

呉郡人厳白虎など1万人余り、駐屯してそれぞれの地

盤を厳守しました。呉景らはまず厳白虎などを撃破し

てから会稽に行くべきと主張していましたが、孫策は

「厳白虎などの群盗は、心に大志がなく、それによっ

て捕まえることができる」と述べ、兵を率いて浙江を

渡り、会稽に迫りました。

　会稽功曹・虞翻は太守・王朗に孫策の矛先を暫く避け

るよう勧めましたが、王朗は聞かず、固陵（銭塘江南岸

の蕭山）において、ここで孫策の進攻を阻止することに

しました。孫策は何度もここを攻撃しましたが、いずれ

も功を奏すことないことから、孫策の叔父孫静から、

「声を東にして西を撃つ」ことの策で、査涜から入兵

し、不意を突いて、不用意を攻めることを提案しまし

た。その作戦は、夜にあちこちで松明に火をつけ、正面

の敵を惑わし、牽制しながら、兵馬を分けてそっと査涜

から出撃しました。王朗は意外なことに驚き、周昕に兵を率いて倉卒に迎えて対峙しましたが、

孫策は周昕を斬殺し、突入に成功しました。王朗は撤退を余儀なくされ、虞翻を連れて船で東冶

（現在の福建省福州市）に逃げ、孫策派の賀斉が追撃し、王朗はついに降伏したので、会稽は平

定されました。会稽の戦いは、孫策が曹操との争いで後顧の憂いをしないために、固陵で王朗を

襲った戦でした。孫策が王朗を滅ぼしたことにより、中原に進攻する重要な戦略ステップとな

り、以来、江南地方の懸念を解消して、力を集中して曹操と対峙することになりました。戦いの

エネルギーは負のエネルギーをも呼び込むのかもしれません。


